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１．一般国道２３号豊橋東バイパスの事業概要 
（１）事業目的 

一 般 国 道 ２ ３ 号 名 豊 道 路 の 全 体 位 置 図 

－ １ － 

あいちけん とよ はし し とよあけ し 

 一般国道２３号名豊道路は、愛知県豊橋市と豊明市を結び、沿線の８市１町を通過する延長約７２．７ｋｍの大規模バイパスで、
地域高規格道路として整備しています。 

 並行する一般国道１号や一般国道２３号では、慢性的な渋滞が発生しており、通勤や物流交通の円滑性が阻害されているほ
か、東海・東南海地震等の大規模地震時における緊急輸送道路の確保等の課題があります。 

 本事業は、こうした課題解決のためにバイパスを整備するものであり、交通渋滞の緩和、物流効率化、災害に強い道路機能の
確保等の効果を見込んでいます。 

至：名古屋市 

豊橋東ＩＣ 

至：浜松市 
【静岡県湖西市 
  白須賀地区(上空)】 

写真① 平成２６年６月撮影 

あいち         とよ はし  とよあけ 

＜凡例＞ 完成4車 
開通済 

暫定2車 
開通済 未開通 

名豊道路   

主要渋滞箇所 

主要渋滞区間 

事故危険区間 

人口集中地区（ＤＩＤ） 

８市１町 

県境 

市町村境 
開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

 

ＪＲ線 

主要地方道 
及び 県道 

岡崎IC 

音羽蒲郡IC 

豊川IC 

三ヶ日JCT 

三ヶ日IC 

新城IC 

岡崎東IC 

豊田東JCT 

岡崎市 

安城市 

蒲郡市 

新城市 

豊川市 

田原市 

幸田町 

高浜市 

碧南市 

西尾市 

刈谷市 

知立市 

豊田市 

南知多町 

美浜町 

武豊町 

常滑市 阿久比町 

半田市 

東浦町 
知多市 

東海市 
大府市 

中部国際空港 
セントレア 

三河湾 

浜名湖 

知立市役所 

安城市役所 

幸田町役場 

蒲
郡
市
役
所 

豊川市役所 

西
尾
市
役
所 

豊
橋
市
役
所 

刈谷市役所 

豊田南IC 

豊橋市 

豊明市 豊明市役所 

一般国道23号 名豊道路 延長72.7ｋｍ 

（
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一般国道23号 知立バイパス 
延長16.4km 

一般国道23号 岡崎バイパス 
延長14.6km 

一般国道23号 蒲郡バイパス 
延長15.0km 

一般国道23号 豊橋バイパス 
延長17.6km 

一般国道23号 豊橋東バイパス 
延長9.2km 

（
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（２）計画概要        

１．一般国道２３号豊橋東バイパスの事業概要 

標 準 断 面 図 

単位：ｍ 
－ ２ － 

＜盛土部＞ ＜切土部＞ 

事業名 
一般国道２３号 
豊橋東バイパス 

道路規格 第１種第３級 

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ 

車線数 ４車線 

都市計画決定 昭和６１年度 

事業化 平成４年度 

用地着手年度 平成７年度 

工事着手年度 平成１４年度 

延長 
（平成２６年度末） 

９．２ｋｍ 
（全線で暫定２車線開通済） 

前回の再評価 平成２４年度 
（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ４８９億円 

B／C ７．１（Ｈ２４再評価時） 

 豊橋東バイパスは、平成４年度に事業化し、平成２５年度迄に全線（延長９．２ｋｍ）が暫定２車線で開通しています。 
とよはしひがし 
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一般国道23号 豊橋東バイパス 

延長9.2km 

とよはしひがし 

延長9.2km 

三河湾 

浜名湖 

田原市 

豊橋市役所 

豊橋市 

暫定２車線 
開通済 

豊橋駅 

とよはし 

たはら 

豊川橋南ＩＣ 

神野新田ＩＣ 

豊橋港ＩＣ 

まえしば 

とよかわはしみなみ 

じんのしんでん 

とよはしこう 

おおしみず ななね のより こまつばら ほそや とよはしひがし 
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＜凡例＞ 
完成4車 
開通済 

暫定2車 
開通済 未開通 

名豊道路   

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

 

ＪＲ線 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

 IC名 

開通済 未開通 主要地方道 
及び 県道 

H24.3開通 
 

延長4.4km 

H25.6開通 
 

延長2.5km 
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豊橋東バイパス 三河港 神野地区 
田原市 

豊橋市 
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渋滞損失時間[万人時間/年・km] 
  ７．７未満（愛知県平均未満） 
  ７．７以上（愛知県平均超過） 

 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 
●三河地域は、東海・東南海地震等の大規模地震が発生
し祭に、津波の危険性がある地域。 

２）事業の投資効果 
○第一次緊急輸送道路に指定されている豊橋東バイパス
は、内陸部に整備されており、災害時には国道１号、東
名・新東名高速と共に広域的なリダンダンシーを確保。 

 また、津波による甚大な被害が想定される太平洋沿岸部
での救援・救護活動や人員・物資輸送等を支援。 

①交通渋滞の緩和 
１）事業を巡る社会情勢等の変化 

●豊橋東バイパスに並行する国道１号は、人口が集中す
る豊橋市市街地を通過しているため、渋滞損失時間※１

が愛知県平均※２を大きく超える区間が多数存在し、交通
渋滞が著しい状況。 

２）事業の投資効果 

○豊橋東バイパスの整備により、国道１号の渋滞損失時
間※３が約４割減少し、豊橋市市街地の交通渋滞が緩和。 

 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果 

－ ３ － 

 ③災害に強い道路機能の確保   

②物流効率化の支援 
１）事業を巡る社会情勢等の変化 

●三河港は、自動車輸入台数は２２年連続全国１位であり、
近年も増加傾向にあるなど、国内外共に多くの自動車
メーカーが基幹港として利用。しかし、静岡県西遠地域に
集積する自動車関連工場から三河港への所要時間※４は
４９分を要し、国際競争力の低下が懸念。 

２）事業の投資効果 

○豊橋東バイパスの整備により、静岡県西遠地域～三河港間
の所要時間が約１４分短縮し、三河港へのアクセスが強化。 

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果 

２．評価の視点【事業の必要性に関する視点】 

※３：渋滞損失時間の算定方法 
   現 況：渋滞損失時間データ（H26国土交通省資料） 
   整備後：交通量推計により、整備あり（豊橋東BP全線完成4車 
        線）、整備なし（豊橋東BPBP暫定2車線供用）における 
        渋滞損失時間の変化率を求め、現況に乗じて算定 

約４割減少 

＜国道1号＞ 

20 

１２ 

現 況 整備後 

出典：（社）日本埋立浚渫協会  出典：豊橋税関支署 

静岡県 
西遠地域 

三河港 

整備後 
３５分 

現 況 
４９分 

静岡県西遠地域～
三河港の所要時間
が約１４分短縮 

※４：所要時間の算定方法 
  区  間：湖西市役所～三河港（三河港湾事務所） 
  現 況：H26年度（年間）民間プローブデータ 
       （９～１６時台平均）で算出 
  整備後：豊橋東バイパスは規制速度を用いて算出 

豊橋市 

豊橋市 

市街地 

 
 

＜西遠地域から三河港への自動車出荷ルート＞ 

三河港は完成
自動車輸出入
の主要港湾 

三河港神野地区 

① 

写真① 平成２６年６月撮影 

国道１号西八町交差点付近 

  
 

 

 
 

 

 

＜渋滞損失時間※３減少効果＞ 

出典：国土交通省資料 

※２：愛知県平均：（愛知県
内幹線道路の平均渋滞損
失時間（国道、主要地方道、
一般県道）） 

※１：H２６渋滞損失時間 

愛知県平均※２ 

＜国道１号渋滞損失時間＞ 

6 4 7 10 13 23 29 30 31 31 
48 

31 
20 12 11 8 14 

40 33 
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34 
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＜自動車輸出入台数推移＞ 
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＜凡例＞
完成4車
開通済

暫定2車
開通済 未開通

名豊道路

高速道路

一般有料道路

一般国道

ＪＲ線

開通済 未開通

駅

開通済 未開通

開通済 未開通

IC名

開通済 未開通 主要地方道
及び 県道

＜凡例＞
完成4車
開通済

暫定2車
開通済 未開通

名豊道路

高速道路

一般有料道路

一般国道

主要地方道

ＪＲ線

開通済 未開通

駅

開通済 未開通

開通済 未開通

IC名

開通済 未開通

：自動車工場

：自動車関連工場

：整備前想定ルート

：整備後ルート

主要地方道
及び 県道

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果 

豊田JCT

豊明IC

安城西尾IC

幸田芦谷IC

豊川為当IC

野依IC
豊橋東IC

三河港

衣浦港

知立
バイパス

岡崎
バイパス

蒲郡
バイパス

豊橋
バイパス

豊橋東
バイパス

名豊道路

新城市岡崎市
安城市

西尾市

蒲郡市

豊川市

豊橋市

大府市

東浦町

碧南市

高浜市

半田市

湖西市

知多市

幸田町

豊明市

※１：第一次緊急輸
送道路：県庁、地方
中心都市及び重要港
湾、空港等を連結す
る道路 

〔STEP3：沿岸沿いのﾗｲﾝを確保〕

太 平 洋

知立バイパス

東名高速道路・新東名高速道路

国道１号

太平洋沿岸沿いのライン

名豊道路

〔STEP2：沿岸部に繋がるﾗｲﾝを確保〕

太 平 洋

東名高速道路・新東名高速道路

国道１号

太平洋沿岸部に繋がるライン

名豊道路

太 平 洋

東名高速道路・新東名高速道路

国道１号

広域ネットワークライン

〔STEP1：広域ネットワークを確保〕

名豊道路 比較的被害が少ない
高規格幹線道路等の
広域ネットワーク 
ラインを確保 

広域ネットワークラ
インから太平洋沿岸
部に繋がるラインを
確保 

沿岸部に繋がるライ
ンから太平洋沿岸沿
いのラインを確保 

豊橋東IC 
野依IC 

豊橋東 
バイパス 

：名豊道路 
（第一次緊急輸送道路） 

：１．広域ネットワークライン 
：２．太平洋沿岸部に繋がるライン 
：３．太平洋沿岸沿いのライン 

開通済   未開通 

開通済   未開通 

最大浸水深（ｍ）

10 ～ 20
5 ～ 10
2 ～ 5
1 ～ 2
0.3 ～ 1
0.01 ～ 0.3

拡大図 

：広域防災拠点 
：沿岸市町村役場 

※「南海トラフ地震」愛知県被害想定マップ（2014年5月30日）に追記 
参考URL：http://www.chunichi.co.jp/bosai/aichi.html 

新東名高速道路 

湖西市 

豊橋市 

豊川市 

三河港 

三ヶ日JCT 



安城西尾
ＩＣ

W社工場

撮影時期：平成4年7月

名豊道路
整備前

（１）事業の必要性に関する視点 
 ④ストック効果事例：沿線地域の産業支援 

２．評価の視点 

■名豊道路の整備が進むにつれて、沿線地域※１では自動車関連企業の進出等、積極的な民間投資が創出されています。 
■名豊道路沿線地域の製造品出荷額等は、整備前と比較して約７兆円（約１０倍）増加し、従業者（雇用）も約３万人（約２割） 
 増加してます。 

 

○名豊道路の整備を契機とした自動車関連産業の進出 ○沿線地域の産業・経済の発展 

出典：工業統計（製造品出荷額等、製造業の従業者数） 
※1：名豊道路沿線：刈谷市、安城市、知立市、西尾市、蒲郡市、豊川市、豊橋市、幸田町 

豊橋・豊橋東バイパス沿線 岡崎バイパス沿線 

知立バイパス沿線 蒲郡市 全国（伸び率） 

 
 

 
 

 

   

 

 
 

製造品出荷額等の推移 

従業者数(製造業)の推移 

 
 

 

 
 

－ ４ － 

名
豊
道
路

Ｗ社工場

名豊道路
整備後

撮影時期：平成27年3月

藤井IC

Ｓ社工場１
（新設）

Ｓ社工場２
（増設）

安城西尾
ＩＣ

Ｗ社
（増設）

名豊道路沿線（伸び率） 
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従
業
者
数
（
万
人
） 

従
業
者
数
の
伸
び
率 

（
対
昭
和
44
年
比
） 

約３万人増 
約2割増 

名豊道路 
整備開始以降 

約７兆円増 
約10倍増 

名豊道路 
整備開始以降 

名古屋港 

衣浦港 

三河港 

知立バイパス 岡崎バイパス 蒲郡バイパス 豊橋バイパス 豊橋東バイパス 

岡崎IC 

音羽蒲郡IC 

豊川IC 

岡崎東IC 

豊田東JCT 
伊勢湾岸自動車道 

豊田南IC 

岡崎市 

安城市 

蒲郡市 

新城市 

豊川市 
幸田町 

高浜市 

碧南市 

西尾市 

刈谷市 

知立市 

豊田市 

南知多町 

美浜町 

武豊町 

常滑市 
阿久比町 

半田市 

東浦町 

知多市 

東海市 大府市 

豊橋市 

名古屋市 

飛島村 豊明市 

＜凡例＞ 
未開通 

名豊道路 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 及び 県道 

県境 

市町村境 

ＪＲ線 

８市１町 

開通済 

未開通 

駅 開通済 未開通 

開通済 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

写真 名豊道路 

1970 (S45) 以前 

企業進出 

1970 (S45) 以降 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

     

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

 
 

 

未整備 
区間 



１）事業の進捗状況 
■事業進捗率は９１％、用地取得率は約１００％に至っています。（平成２６年度末）  

 （参考）前回評価時：事業進捗率は８３％、用地取得率は１００％（平成２３年度末）  

２）事業の進捗の見込みの視点 

■平成25年6月に全線暫定2車線で開通したところであり、今後、前後区間及び周辺道路の整備状況や関係機関との調整状況を踏まえて４車線

化の工事着手を検討していきます。 

３．事業の進捗及び見込みの視点 

   

   

  

 

 

 

 

 

 
 

－ ５ － 

  

  

  

  

 

  

  

  

  

 

    

    

  
      
      
      
      
      
      
      
      

 

 
 

 
 

 
 

 

   
  

 

 

 

   

 

４．県・政令市への意見聴取結果 

■愛知県の意見 
  ○「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
 １ 名豊道路を構成する豊橋東バイパスは、国際的な自動車流通港である三河港をはじめとした物流拠点と自動車産業を核とした沿線の高度 
   な産業集積地を結ぶ重要な東西軸であるとともに、災害時には緊急輸送道路としての役割を果たす重要な幹線道路であるため、早期に暫 
   定２車線供用済み区間の４車線化を図っていただききたい。 
 ２ なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 

５．対応方針（原案） 

■一般国道２３号豊橋東バイパスの事業を継続する。 
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